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１．経営成績等の概況 
 

（１）当期の経営成績・財政状態の概況 

 

経営成績 

当連結会計年度の国内経済は、新興国経済の減速の影響などから輸出・生産面に鈍さがみられたほか、個

人消費も横ばいで推移するなど足踏みの状態が続きました。一方、期後半は海外経済の減速感が和らぐもと、

輸出・生産面に持ち直しの動きがみられたほか、雇用・所得環境も改善し、緩やかな回復基調が続きました。 

富山県経済も一部に改善の遅れがみられるものの、緩やかな回復の動きが続きました。企業活動において

は、製造業では、医薬品の生産は高水準で推移し、一般機械・電気機械・プラスチックは横ばい、アルミニ

ウム建材、繊維は減少しました。非製造業では、情報サービス、小売業ともに堅調に推移しました。 

金融面では、短期金利は期中を通して 0％を下回る水準で推移しました。長期金利は、期初からマイナス

圏で推移し、一時はマイナス 0.2％台後半まで低下しましたが、日本銀行の政策や米国の金利上昇の影響な

どから期後半には 0％近傍のプラス圏で推移しました。 

このような環境の中、富山銀行グループの平成 29 年３月期の連結ベースの経営成績は以下のとおりとな

りました。 

経常収益は、資金運用収益が減少したことなどから、前期比 797 百万円減少して 9,446 百万円となり、一

方、経常費用は、与信関係費用が減少したことなどから、前期比 707 百万円減少して 7,731 百万円となりま

した。この結果、経常利益は前期比 90 百万円減少して 1,715 百万円となり、これに特別損失、法人税等を

加減した親会社株主に帰属する当期純利益は前期比 187 百万円増加して 1,189 百万円となりました。 

  セグメントの業績については、グループ全体として経営全般の効率化と業績の向上に努めた結果、銀行業

の経常収益は、7,556 百万円、セグメント利益（経常利益）は 1,595 百万円となりました。リース業の経常

収益は、2,008 百万円、セグメント利益は 53 百万円となりました。 

 

財政状態 

 

（資産、負債、純資産に関する分析） 

主要勘定では、預金は、引続き地域に密着した営業基盤の拡充に努めた結果、期末残高は期中 4,128 百万

円増加して 440,843 百万円となりました。貸出金は、事業性貸出金が増加したことなどから、期末残高は期

中 2,291 百万円増加して 282,840 百万円となりました。また、有価証券は、金利リスクに配意するとともに

安定収益と流動性確保を目的に資金の効率的な運用に努めた結果、期末残高は期中 3,293 百万円増加して

148,258 百万円となりました。 

 

（キャッシュ・フローの状況に関する分析） 

 ①営業活動によるキャッシュ・フロー 

営業活動によるキャッシュ・フローは、貸出金が増加したことを主因に前期比161百万円減少して、△2,743

百万円となりました。 

②投資活動によるキャッシュ・フロー 

 投資活動によるキャッシュ・フローは、有価証券の取得による支出が増加したことを主因に前期比 20,088

百万円減少して、△2,062 百万円となりました。 

③財務活動によるキャッシュ・フロー 

財務活動によるキャッシュ・フローは、前期比 10 百万円増加して、△275 百万円となりました。これは主

として配当金の支払いによるものです。 

④現金及び現金同等物の増減状況 

以上の結果、当連結会計年度末における現金及び現金同等物は、前期比 5,081 百万円減少して、35,821

百万円となりました。 

 

（２）今後の見通し 

 

金融業においては引き続き厳しい収益環境が予想されますが、富山銀行グループとして、着実な業容拡大

や財務基盤の一層の強化を図ることにより、地域の発展を積極的に担えるよう努めて参ります。 

こうした中で、平成 30 年３月期の業績は経常利益で 1,000 百万円（29 年３月期比 715 百万円の減益）、

親会社株主に帰属する当期純利益で 700 百万円（29 年３月期比 489 百万円の減益）を見込んでおります。 

なお、単体の業績については、経常利益で 900 百万円（29 年３月期比 695 百万円の減益）、当期純利益で

650 百万円（29 年３月期比 479 百万円の減益）を見込んでおります。 
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２．会計基準の選択に関する基本的な考え方 

  
当行は、経年での比較可能性や海外に営業拠点を有しない国内基準行であることから、日本基準に基づいて

連結財務諸表を作成する方針であります。 

なお、国際財務報告基準(ＩＦＲＳ)の適用につきましては、国内外の動向などを踏まえた上で検討を進めて

いく方針です。 
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（５）継続企業の前提に関する注記 

 

該当事項はありません。 

 
（６）連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項の変更   

（会計方針の変更） 

「平成 28 年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」の適用 

法人税法の改正に伴い、「平成 28 年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱い」（実

務対応報告第 32 号 平成 28 年６月 17 日）を当連結会計年度に適用し、平成 28 年４月１日以後に取得した

建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しております。 

なお、当連結会計年度において、連結財務諸表に与える影響額は軽微であります。 

 

（７）追加情報 

「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第 26 号 平成 28 年３月 28 日）

を当連結会計年度から適用しております。  

 

（８）連結財務諸表に関する注記事項 

 

（セグメント情報） 

 当連結会計年度（自平成 28 年４月１日 至平成 29 年３月 31 日) 

１．報告セグメントの概要 

  当行グループの報告セグメントは、当行グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、

取締役会が、経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているもの

であります。 

  当行グループは銀行業務を中心にリ－ス業務などの金融サービスに係る事業を行っております。 

  したがって、当行グループは銀行業務を基礎とした金融サービス別のセグメントから構成されており、「銀

行業」、「リース業」の２つを報告セグメントとしております。 

  「銀行業」は、預金業務・貸出業務・国内為替業務・外国為替業務等を行っております。「リース業」は、

リース業務を行っております。 

 

２．報告セグメントごとの経常収益、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額の算定方法 

  報告されている事業セグメントの会計処理方法は、連結財務諸表作成において採用している会計処理の方

法と概ね同一であります。 

  セグメント間の経常収益は一般取引と同様の条件で行っております。 

 

３．報告セグメントごとの経常収益、利益又は損失、資産、負債その他の項目の金額に関する情報 

 

 （単位：百万円） 

  報告セグメント 
その他 合計 調整額 

連結財務諸

表計上額  銀行業 リース業 計 

経常収益        

 外部顧客に対する 

経常収益 
7,536 1,886 9,423 33 9,457 △10 9,446 

 セグメント間の 

内部経常収益 
20 121 141 11 153 △153 ― 

計 7,556 2,008 9,564 45 9,610 △163 9,446 

セグメント利益 1,595 53 1,648 19 1,668 47 1,715 

セグメント資産 481,979 4,639 486,618 619 487,237 △2,103 485,134 

セグメント負債 449,831 3,440 453,272 238 453,510 △2,080 451,430 

その他の項目        

 減価償却費 527 4 531 0 531 △53 478 

 資金運用収益 5,626 2 5,628 0 5,629 △17 5,611 

 資金調達費用 144 31 175 ― 175 △15 160 

 有形固定資産及び無

形固定資産の増加額 
404 2 407 0 407 ― 407 
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(注) 1．一般企業の売上高に代えて、経常収益を記載しております。また、差異調整につきましては、経常

収益と連結損益計算書の経常収益計上額との差異について記載しております。 

2．「その他」の区分は報告セグメントに含まれていない事業セグメントであり、保証業務であります。 

   3．調整額は以下のとおりであります。 

①外部顧客に対する経常収益の調整額△10 百万円は、「リース業」及び「その他」の貸倒引当金繰入

額であります。 

②セグメント利益の調整額 47 百万円には、セグメント間取引消去 47 百万円が含まれております。 

③セグメント資産の調整額△2,103 百万円には、セグメント間取引消去△2,103 百万円が含まれてお       

ります。 

④セグメント負債の調整額△2,080 百万円には、セグメント間取引消去△2,080 百万円が含まれてお

ります。 

⑤減価償却費の調整額△53 百万円は、セグメント間でのリース契約に係る調整額であります。 

⑥資金運用収益の調整額△17 百万円には、セグメント間取引消去△17 百万円が含まれております。 

⑦資金調達費用の調整額△15 百万円には、セグメント間取引消去△15 百万円が含まれております。 

   4．セグメント利益は、連結損益計算書の経常利益と調整を行っております。 

 

４．関連情報  

（1） サービスごとの情報 

（単位：百万円） 

 
貸出業務 

有価証券 

投資業務 
リース業務 

役務取引 

業務 
その他 合計 

外部顧客に対

する経常収益 
3,422 2,591 1,872 1,140 420 9,446 

（注） 一般企業の売上高に代えて、経常収益を記載しております。 

 

（2）地域ごとの情報 

 ①経常収益 

  当行グループは、本邦の外部顧客に対する経常収益に区分した金額が連結損益計算書の経常収益の 90％を

超えるため、記載を省略しております。 

 

 ②有形固定資産 

  当行グループは、本邦に所在している有形固定資産の金額が連結貸借対照表の金額の 90％を超えるため、

記載を省略しております。 

 

（3）主要な顧客ごとの情報 

  特定の顧客に対する経常収益で、連結損益計算書の経常収益の 10％以上を占めるものがないため、記載を

省略しております。 

 

５．報告セグメントごとの固定資産の減損損失に関する情報 

（単位：百万円） 

 報告セグメント 

その他 合計 
銀行業 リース業 計 

減損損失 89 ― 89 ― 89 

 

                                         

６．報告セグメントごとののれんの償却額及び未償却残高に関する情報 

  該当事項はありません。 

 

７．報告セグメントごとの負ののれん発生益に関する情報 

  該当事項はありません。 
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 (１株当たり情報) 

（単位：円） 

 当連結会計年度 
(自 平成 28 年 4月 1 日 

 至 平成29年 3月 31日) 

１株当たり純資産額 6,076.43 

１株当たり当期純利益金額 218.90 

 

1. １株当たり当期純利益金額の算定上の基礎は、次のとおりであります。 

（単位：百万円、千株） 

 

 

当連結会計年度 
(自 平成 28 年 4月 1 日 

 至 平成29年 3月 31日) 

１株当たり当期純利益金額  

 親会社株主に帰属する当期純利益 1,189 

 普通株主に帰属しない金額 － 

 普通株式に係る親会社株主に帰属する当期純利益 1,189 

 普通株式の期中平均株式数 5,432 

(注) 潜在株式調整後１株当たり当期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。 

 

2. １株当たり純資産額の算定上の基礎は、次のとおりであります。 

（単位：百万円、千株） 

 

 

当連結会計年度末 
平成 29 年 3 月 31 日 

純資産の部の合計額 33,703 

純資産の部の合計額から控除する金額 696 

 （うち非支配株主持分） 696 

普通株式に係る期末の純資産額 33,006 

１株当たり純資産額の算定に用いられた期末の普通株式の数 5,431 

 

 
(重要な後発事象) 
 

該当事項はありません。 
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Ⅰ　平成28年度決算の概要

1. 　損益状況【単体】

（1）コア業務純益

（2）経常利益

　コア業務純益、株式等関係損益が減少した一方、与信関係費用が減少したことなどから、経常利益は1,595

（3）当期純利益

　 　税金費用が減少したことから、当期純利益は1,129百万円（前期比168百万円の増益）となりました。

（単位：百万円）

1 7,556 △ 770 8,327

2 6,163 △ 546 6,710

資 金 利 益 3 5,481 △ 430 5,912

役 務 取 引 等 利 益 4 671 △ 114 785

そ の 他 業 務 利 益 5 10 △ 2 12

( う ち 国 債 等 債 券 損 益 ) ① 6 ( ― ) ( △ 0 ) ( 0 )

7 5,248 △ 15 5,263

8 915 △ 531 1,446

9 915 △ 531 1,446

10 ― △ 43 43

11 915 △ 487 1,402

12 679 395 284

う ち 不 良 債 権 処 理 額 ④ 13 37 △ 653 690

う ち 貸 倒 引 当 金 戻 入 益 ⑤ 14 221 221 ―

（貸倒償却引当費用③＋④－⑤） 15 △ 184 △ 918 734

う ち 株 式 等 関 係 損 益 16 353 △ 432 785

17 1,595 △ 91 1,687

18 △ 89 △ 77 △ 11

う ち 固 定 資 産 処 分 損 益 19 △ 0 11 △ 11

う ち 減 損 損 失 20 △ 89 △ 89 ―

21 1,505 △ 169 1,675

22 1,129 168 960

(注) 1.金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。

 　　2.コア業務純益は、「業務純益」－「国債等債券損益(5勘定尻)」＋「一般貸倒引当金繰入額」です。

平成28年3月期比

　資金利益が減少したことなどから、コア業務純益は915百万円（前期比531百万円の減益）となりました。

百万円（前期比91百万円の減益）となりました。

平成29年3月期 平成28年3月期

当 期 純 利 益

経 常 収 益

業 務 粗 利 益

経 費 ( 除 く 臨 時 処 理 分 )

業務純益(一般貸倒引当金繰入前)②

コ ア 業 務 純 益 （ ② － ① ）

一 般 貸 倒 引 当 金 繰 入 額 ③

業 務 純 益

臨 時 損 益

経 常 利 益

特 別 損 益

税 引 前 当 期 純 利 益
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2. 　主要勘定の状況【単体】

(1)貸出金

　貸出金は、中小企業等貸出金の増加が寄与し、残高は2,843億円（前期比25億円増加）となりました。

（単位：億円）

うち中小企業等貸出金

(2)預金

　預金は、法人預金が増加し、4,412億円（前期比41億円増加）となりました。

（単位：億円）

う ち 個 人 預 金

う ち 法 人 預 金

平成29年3月末 平成28年3月末

平成28年3月末比

貸 出 金 （ 末 残 ） 2,843 25 2,818

平成29年3月末 平成28年3月末

1,945 62 1,882

平成28年3月末比

預 金 （ 末 残 ） 4,412 41 4,371

3,377 △ 10 3,388

1,034 52 982

2,751 2,818 2,843

0

1,000

2,000

3,000

27/3 28/3 29/3

（単位：億円）
貸出金残高推移貸出金

1,850 1,882 1,945

0

1,000

2,000

3,000

27/3 28/3 29/3

（単位：億円）中小企業等貸出金残高推移
中小企業等貸出金

4,320 4,371 4,412

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

27/3 28/3 29/3

（単位：億円）
預金残高推移預金

3,376 3,388 3,377

2,000

2,500

3,000

3,500

4,000

4,500

27/3 28/3 29/3

（単位：億円）
個人預金残高推移

個人預金
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3. 　健全性の状況【単体】

(1)自己資本比率

　自己資本比率規制（バーゼルⅢ・国内基準）に基づく自己資本比率は、9.28％（前期末比0.80％

低下）となり国内基準行に求められる健全性基準の４％を大幅に上回っております。

（単位：％、億円）

リスク・アセットの額の合計額

(2)不良債権

　お取引先企業に対する経営改善支援に取組んだ結果、不良債権（金融再生法ベース）の合計は87億

円、総与信残高に占める割合は3.02％（前期末比0.32％低下）となりました。

（単位：億円、％）

平成29年3月末 平成28年3月末

平成28年3月末比

自 己 資 本 比 率 9.28 △ 0.80 10.08

バーゼルⅢ基準

自 己 資 本 （コ ア資 本） 217 △ 2 219

2,341 162 2,179

平成29年3月末 平成28年3月末

平成28年3月末比

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 36 △ 1 37

危険債権 36 △ 1 38

要管理債権 14 △ 5 19

小計(Ａ) 87 △ 8 96

正常債権 2,805 29 2,775

総与信残高(Ｂ) 2,892 21 2,871

総与信残高に占める割合(Ａ)／(Ｂ) 3.02 △ 0.32 3.34

10.01 10.08

9.28

4.00

6.00

8.00

10.00

27/3 28/3 29/3

（単位：％）

自己資本比率推移

106 96 87

3.78
3.34 3.02

0.00

1.00

2.00

3.00

4.00

0

50

100

150

27/3 28/3 29/3

（単位：億円、％）
金融再生法開示債権額・比率の推移
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Ⅱ　平成28年度決算資料

1. 　損益状況

　【単体】 （単位：百万円）

1 6,163 △ 546 6,710

2 6,163 △ 546 6,710

3 6,084 △ 503 6,588

4 6,084 △ 503 6,588

資 金 利 益 5 5,416 △ 390 5,807

役 務 取 引 等 利 益 6 668 △ 112 781

そ の 他 業 務 利 益 7 ― △ 0 0

( う ち 国 債 等 債 券 損 益 ) 8 ( ― ) ( △ 0 ) ( 0 )

9 78 △ 43 122

10 78 △ 43 122

資 金 利 益 11 64 △ 40 104

役 務 取 引 等 利 益 12 3 △ 1 4

そ の 他 業 務 利 益 13 10 △ 2 12

( う ち 国 債 等 債 券 損 益 ) 14 ( ― ) ( ― ) ( ― )

15 5,248 △ 15 5,263

16 2,570 △ 46 2,616

17 2,389 30 2,359

18 288 0 287

19 915 △ 531 1,446

20 915 △ 531 1,446

21 ― △ 43 43

22 915 △ 487 1,402

23 ― △ 0 0

24 679 395 284

25 37 △ 653 690

貸 出 金 償 却 26 24 △ 14 38

個 別 貸 倒 引 当 金 繰 入 額 27 ― △ 652 652

そ の 他 の 債 権 売 却 損 等 28 13 13 ―

29 ― ― ―

30 221 221 ―

31 △ 184 △ 918 734

32 353 △ 432 785

株 式 等 売 却 益 33 386 △ 399 786

株 式 等 売 却 損 34 33 32 0

株 式 等 償 却 35 ― ― ―

36 93 34 59

37 48 △ 80 129

38 1,595 △ 91 1,687

39 △ 89 △ 77 △ 11

40 △ 0 11 △ 11

41 △ 89 △ 89 ―

42 1,505 △ 169 1,675

43 198 △ 508 706

44 178 170 7

45 376 △ 337 714

46 1,129 168 960

(注) 金額は、百万円未満を切り捨てて表示しております。

除 く 国 債 等 債 券 損 益 (5 勘 定 尻 )

業 務 粗 利 益

( 除 く 国 債 等 債 券 損 益 (5 勘 定 尻 ))

国 内 業 務 粗 利 益

(除く国債等債券損益(5勘定尻))

国 際 業 務 粗 利 益

(除く国債等債券損益(5勘定尻))

経 費 ( 除 く 臨 時 処 理 分 )

人 件 費

物 件 費

税 金

業務純益 (一般貸倒引当金繰入前)

平成29年3月期 平成28年3月期

平成28年3月期比

う ち 固 定 資 産 処 分 損 益

① 一 般 貸 倒 引 当 金 繰 入 額

業 務 純 益

う ち 国 債 等 債 券 損 益 (5 勘 定 尻 )

臨 時 損 益

② 不 良 債 権 処 理 額

③ 特 定 海 外 債 権 引 当 勘 定 繰 入

(貸倒償却引当費用①＋②＋③－④)

株 式 等 関 係 損 益

そ の 他 臨 時 損 益

経 常 利 益

特 別 損 益

④ 貸 倒 引 当 金 戻 入 益

償 却 債 権 取 立 益

う ち 減 損 損 失

当 期 純 利 益

税 引 前 当 期 純 利 益

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税

法 人 税 等 調 整 額

法 人 税 等 合 計
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2. 　損益状況

　【連結】 （単位：百万円）

1 6,334 △ 546 6,880

資 金 利 益 2 5,450 △ 418 5,869

役 務 取 引 等 利 益 3 714 △ 116 831

そ の 他 業 務 利 益 4 169 △ 11 180

5 5,292 34 5,257

6 △ 173 △ 908 734

貸 出 金 償 却 7 24 △ 15 40

個 別 貸 倒 引 当 金 繰 入 額 8 ― △ 667 667

一 般 貸 倒 引 当 金 繰 入 額 9 ― △ 26 26

そ の 他 の 債 権 売 却 損 等 10 13 13 ―

貸 倒 引 当 金 戻 入 益 11 211 211 ―

12 353 △ 432 785

13 145 14 131

14 1,715 △ 90 1,806

15 △ 89 △ 77 △ 11

16 1,625 △ 168 1,794

17 207 △ 505 713

18 176 166 10

19 383 △ 339 723

20 1,242 171 1,070

21 53 △ 15 68

22 1,189 187 1,002

(注) 連結粗利益＝(資金運用収益－資金調達費用)＋(役務取引等収益－役務取引等費用)

　 　　　　　　＋(その他業務収益－その他業務費用)

(参考) （単位：百万円）

23 1,042 △ 499 1,542

(注) 連結業務純益＝単体業務純益＋子会社業務純益－内部取引

(連結対象会社数) （単位：社）

24 2 ― 2

25 ― ― ―

平成29年3月期 平成28年3月期

平成28年3月期比

当 期 純 利 益

連 結 粗 利 益

営 業 経 費

貸 倒 償 却 引 当 費 用

株 式 等 関 係 損 益

そ の 他

経 常 利 益

特 別 損 益

税 金 等 調 整 前 当 期 純 利 益

法 人 税 、 住 民 税 及 び 事 業 税

法 人 税 等 調 整 額

法 人 税 等 合 計

非支配株主に帰属する当期純利益

親会社株主に帰属する当期純利益

連 結 業 務 純 益

連 結 子 会 社 数

持 分 法 適 用 会 社 数
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3. 　利鞘【単体】

　(1) 全体 （単位：％）

資金運用利回 (A)

貸出金利回

有価証券利回

資金調達原価 (B)

預金等利回

経費率

総資金利鞘 (A)－(B)

預貸金利鞘

　(2) 国内部門 （単位：％）

資金運用利回 (A)

貸出金利回

有価証券利回

資金調達原価 (B)

預金等利回

経費率

総資金利鞘 (A)－(B)

預貸金利鞘

4. 　ＲＯＥ【単体】 （単位：％）

業務純益ベース(一般貸倒引当金繰入前)

業務純益ベース

当期純利益ベース

5. 　有価証券関係損益【単体】 （単位：百万円）

国債等債券損益(５勘定尻)

国債等債券売却益

国債等債券償還益

国債等債券売却損

国債等債券償還損

国債等債券償却

株式等損益(３勘定尻)

株式等売却益

株式等売却損

株式等償却

1.25 △ 0.15 1.40

1.60 △ 0.01 1.61

平成29年3月期 平成28年3月期

平成28年3月期比

1.25 △ 0.12 1.37

1.20 △ 0.01 1.21

0.02 △ 0.09 0.11

1.23 △ 0.03 1.26

0.03 △ 0.01 0.04

平成28年3月期比

1.23 △ 0.12 1.35

1.25 △ 0.15 1.40

0.02 △ 0.12 0.14

平成29年3月期 平成28年3月期

0.03 △ 0.01 0.04

1.59 0.00 1.59

1.21 △ 0.03 1.24

0.03 △ 0.13 0.16

平成29年3月期 平成28年3月期

1.18 △ 0.01 1.19

0.02 △ 0.09 0.11

3.55 0.58 2.97

ＲＯＥ＝
業務純益 (当期純利益)

　×100
(期首純資産＋期末純資産)÷２

平成28年3月期比

2.88 △ 1.60 4.48

2.88 △ 1.47 4.35

― △ 0 0

― ― ―

平成29年3月期 平成28年3月期

平成28年3月期比

― △ 0 0

― ― ―

353 △ 432 785

― ― ―

― ― ―

― ― ―

386 △ 399 786

33 32 0
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6. 　時価のある有価証券の評価損益【単体】 （単位：百万円）

満期保有目的

その他有価証券

株　式

債　券

その他

合計

株　式

債　券

その他

7. 　自己資本比率(国内基準)

　【単体】 （単位：百万円）

％ ％ ％

(1)自己資本比率

(2)コア資本に係る基礎項目の額

(3)コア資本に係る調整項目の額

(4)自己資本の額　(2)－(3)

(5)リスク・アセットの額の合計額

　【連結】 （単位：百万円）

％ ％ ％

(1)自己資本比率

(2)コア資本に係る基礎項目の額

(3)コア資本に係る調整項目の額

(4)自己資本の額　(2)－(3)

(5)リスク・アセットの額の合計額

平成29年3月末 平成28年3月末

522

△ 200 23,333

16,202

平成28年3月末

10.08

22,515

541

21,974

217,988

平成28年3月末比

15,657 221,945

平成29年3月末

9.28

23,011

1,277

21,733

234,190

△ 0.80

495

736

△ 240

9.73

24,393

1,260

23,133

237,603

平成28年3月末比

△ 0.78 10.51

537 23,855

738

バーゼルⅢ基準

バーゼルⅢ基準

平成29年3月末 平成28年3月末

評価損益 評価損益

評価益 評価損 評価益 評価損
28年3月末比

0

13,350 197 14,250 899 13,153 13,907 754

0 △ 0 0 0 1 1

498

3,430 △ 982 3,447 17 4,413 4,431 17

6,025 734 6,552 526 5,290 5,789

238

13,351 196 14,251 900 13,154 13,909 754

3,894 445 4,250 356 3,449 3,687

3,894 444 4,250 356 3,449 3,688

498

3,431 △ 982 3,448 17 4,414 4,432 17

6,025 734 6,552 526 5,290 5,789

238
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Ⅲ　貸出金の状況

1. 　リスク管理債権の状況

　【単体】 （単位：百万円）

(リスク管理債権)

（単位：％）

(リスク管理債権比率)

　【連結】 （単位：百万円）

(リスク管理債権)

（単位：％）

(リスク管理債権比率)

平成29年3月末 平成28年3月末

３ヵ月以上延滞債権額 90 △ 33 124

貸 出 条 件 緩 和 債 権 額 1,358 △ 488 1,847

平成28年3月末比

破 綻 先 債 権 額 859 △ 175 1,034

延 滞 債 権 額 6,416 △ 86 6,502

平成29年3月末 平成28年3月末

平成28年3月末比

破 綻 先 債 権 額 0.30 △ 0.06 0.36

合　　計　　(Ａ) 8,725 △ 783 9,509

貸出金残高(末残) (Ｂ) 284,337 2,520 281,817

貸 出 条 件 緩 和 債 権 額 0.47 △ 0.18 0.65

合　　計　(Ａ)／(Ｂ) 3.06 △ 0.31 3.37

延 滞 債 権 額 2.25 △ 0.05 2.30

３ヵ月以上延滞債権額 0.03 △ 0.01 0.04

延 滞 債 権 額 6,579 △ 84 6,663

３ヵ月以上延滞債権額 90 △ 33 124

平成29年3月末 平成28年3月末

平成28年3月末比

破 綻 先 債 権 額 879 △ 176 1,055

貸出金残高(末残) (Ｄ) 282,840 2,291 280,549

平成29年3月末 平成28年3月末

貸 出 条 件 緩 和 債 権 額 1,358 △ 488 1,847

合　　計　　(Ｃ) 8,908 △ 782 9,691

平成28年3月末比

破 綻 先 債 権 額 0.31 △ 0.06 0.37

延 滞 債 権 額 2.32 △ 0.05 2.37

合　　計　(Ｃ)／(Ｄ) 3.14 △ 0.31 3.45

３ヵ月以上延滞債権額 0.03 △ 0.01 0.04

貸 出 条 件 緩 和 債 権 額 0.48 △ 0.17 0.65
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2. 　金融再生法開示債権

　【単体】 （単位：百万円）

（単位：％）

3. 　金融再生法開示債権の保全状況

　【単体】 （単位：百万円）

（単位：％）

4. 　貸倒引当金の状況

　【単体】 （単位：百万円）

平成29年3月末 平成28年3月末

平成28年3月末比

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 3,619 △ 161 3,780

危 険 債 権 3,689 △ 168 3,858

要 管 理 債 権 1,449 △ 522 1,971

合　　計　　(Ａ) 8,758 △ 851 9,610

総 与 信 残 高 (Ｂ) 289,265 2,133 287,131

破産更生債権及びこれらに準ずる債権 1.25 △ 0.06 1.31

危 険 債 権 1.27 △ 0.07 1.34

要 管 理 債 権 0.50 △ 0.18 0.68

総与信残高に占める割合(Ａ)／(Ｂ) 3.02 △ 0.32 3.34

平成29年3月末 平成28年3月末

平成28年3月末比

保 全 額 (Ｃ) 7,898 △ 580 8,478

担 保 等 に よ る 保 全 額 4,933 △ 502 5,435

貸 倒 引 当 金 残 高 2,964 △ 78 3,043

保 全 率 (Ｃ)／(Ａ) 90.17 1.95 88.22

平成29年3月末 平成28年3月末

個 別 貸 倒 引 当 金 2,515 18 2,496

平成28年3月末比

貸 倒 引 当 金 合 計 3,268 △ 288 3,557

一 般 貸 倒 引 当 金 753 △ 307 1,060
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5. 　預金・貸出金等の状況【単体】

　(1) 預金・貸出金の残高 （単位：百万円）

預　金(末残)

預　金(平残)

貸出金(末残)

貸出金(平残)

　(2) 個人・法人別預金残高 （単位：百万円）

個　　人

法　　人

合　　計

　(3) 貸出金業種別残高 （単位：百万円）

　(4) 消費者ローン残高 （単位：百万円）

消費者ローン残高

住宅ローン残高

その他ローン残高

　(5) 中小企業等貸出金 （単位：百万円、％）

中小企業等貸出金残高　①

総貸出金残高　　　　　②

中小企業等貸出金比率　①／②

　(6) 預かり資産残高 （単位：百万円）

投　資　信　託

国　　　　　債

平成29年3月末 平成28年3月末

平成28年3月末比

441,243 4,135 437,108

273,723 798 272,924

平成29年3月末 平成28年3月末

435,165 3,616 431,548

284,337 2,520 281,817

441,243 4,135 437,108

平成29年3月末 平成28年3月末

平成28年3月末比

337,792 △ 1,084 338,876

103,451 5,219 98,232

平成28年3月末比

国内（除く特別国際金融取引分） 284,337 2,520 281,817

製 造 業 46,862 △ 609 47,471

鉱業、採石業、砂利採取業 73 △ 22 95

建 設 業 17,791 633 17,157

農 業 、 林 業 2,858 △ 115 2,974

漁 業 ― ― ―

運 輸 業 、 郵 便 業 8,391 629 7,762

卸 売 業 、 小 売 業 22,785 △ 2,170 24,955

電気・ガス・熱供給・水道業 5,235 △ 136 5,372

情 報 通 信 業 3,289 1,659 1,630

各 種 サ ー ビ ス 業 30,270 1,495 28,775

地 方 公 共 団 体 46,198 △ 3,912 50,111

金 融 業 、 保 険 業 18,908 3,860 15,048

不 動 産 業 、 物 品 賃 貸 業 28,243 2,048 26,194

平成28年3月末比

50,283 △ 942 51,225

44,113 △ 1,253 45,367

そ の 他 53,427 △ 840 54,267

平成29年3月末 平成28年3月末

平成28年3月末比

194,525 6,233 188,292

284,337 2,520 281,817

6,169 311 5,858

平成29年3月末 平成28年3月末

平成28年3月末比

10,906 90 10,816

594 △ 364 958

68.41 1.60 66.81

平成29年3月末 平成28年3月末
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